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銅版画は，写真成立以前には主に複製媒体として発展しましたが，その後は独自の

表現媒体として，版表現の可能性を追求すべく様々な実験的な試みがなされてきま

した．本展では銅版画の世界の拡がりと魅力の一端を，吉岡弘昭，坂爪厚生，深沢幸

雄，駒井哲郎ら，第二次世界大戦後に銅版画の世界を切り開いてきた作家を中心に

約10点の作品でご紹介します．なお，本展覧会は「一般博物館実習」の一環として行

われるもので，運営は受講生によって行われます．

 拡がる銅版画の世界  
会期  2 0 1 5年 8月 2 8日[金 ] - 9月 2日[水 ]

1 0 : 0 0 - 1 8 : 0 0 (土日はお休み，最終日は 1 7 : 0 0まで )

・阿部大介氏によるアーティストトーク        　      8月2 8日[金 ] 1 5 : 3 0 -

・受講生によるギャラリートーク             　　      8月2 8日[金 ] 1 3 : 3 0 -

・博物館学担当教員(栗田秀法 )によるミニトーク　 9月2日[水 ] 1 3 : 0 0 -

主催  名古屋大学文学研究科博物館学研究室
入場無料  予約不要

阿部大介《かたまりへ  1 2 - 0 1》 ( 2 0 1 2  トナーによるアクアチント)

名古屋大学プロジェクトギャラリー「clas」
〒464-8601　名古屋市千種区不老町
地下鉄名城線「名古屋大学」駅
1番出口より西へ5分、全学教育棟南入口横


